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富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION ●救急医療、災害医療に強い病院になる　●質の高い急性期医療を担う病院になる

●シームレスな地域医療を築き安心を提供する病院になる

将来どのような姿を目指すのか
地域医療に不可欠な信頼される中核病院となる

日本医療機能評価機構富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

感染対策
コーナー

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、そして心の美
しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎと信頼を表現しています。
●写真については、広報用にマスクを外して撮影しているものがあります。
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●開催時間／各回13:30～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です。まちなか総合ケアセンターへ直接お越しください。

Event Information 2021. 4月 6月

A P R I L 54 M A Y 6 J U N E

 6 木 高血糖が危ない
～血糖値ってなぜあがるの？
HbA1ｃって何？～

10 月 富山まちなか病院の臨床検査室
～あんな事もこんな事もやっています～

11 火 こどもの障害（事故）の予防
12 水 日常スキンケア　②ボディ
13 木 乳がん検診のよくある質問に答えます

～そして始めよう！！ 乳がんセルフチェック～
17 月 誤嚥性肺炎について
18 火 肩こりについて知ろう
19 水 エコノミー症候群について
20 木 知っておきたいお薬のお話
24 月 脳卒中週間シリーズ Ⅰ

脳卒中専門医が語る
～脳卒中ってどんな病気～

25 火 脳卒中週間シリーズ Ⅱ
管理栄養士が話す
～脳卒中を予防する食事～

26 水 緩和ケアはお家でもできますよ
27 木 認知症の人の見えている世界
31 月 脳卒中について

 1 火 腎臓を守ろう
 2 水 歯と口の健康シリーズ Ⅰ 専門医が語る

～口腔ケアと健康寿命１～
 3 木 歯と口の健康シリーズ Ⅱ　

歯科衛生士が話す
～口腔ケアと健康寿命２～

 7 月 歯と口の健康シリーズ Ⅲ
管理栄養士が話す
～おいしく食べれますか～

 8 火 子どもの命を救う技
～心肺蘇生法を体験しよう～

 9 水 お薬について ～飲み方を中心に～
10 木 糖尿病は万病のもと！

～糖尿病の合併症ってなーに？～
14 月 すい炎について
15 火 糖尿病について ～検査の話～
16 水 日常スキンケア

③オムツ（失禁パッド）まわり
17 木 乳がん検診を受けましょう
21 月 災害対策　赤ちゃんの命を守る
22 火 フットケア ～足からの健康～
23 水 肺がん治療のお薬
24 木 地域で見守る認知症
28 月 白内障について
29 火 骨粗しょう症について
30 水 10分間でできる腰痛体操

ふ れ あ い 健 康 講 座

※講座内容は変更になる場合がございます。

 1 木 糖尿病予防のための生活のコツ
 5 月 転ばないための体力づくり
 6 火 腎臓を守ろう
 7 水 救急受診ハンドブック
 8 木 ノロウイルスのお話
12 月 すい炎について
13 火 こどもの発熱

～家庭でのケアと救急受診の目安～
14 水 日常スキンケア①手荒れ
15 木 乳がん検診を受けましょう
19 月 求められる祖父母力

沐浴・衣類・抱き癖・スキンケア
20 火 気をつけたい高齢者の食事
21 水 こどものお薬の飲ませ方
22 木 認知症になったらどうするの？
26 月 MRIとCTどうちがうの
27 火 お家へ帰ろう

～地域包括ケアについて～
28 水 抗がん剤治療のお話

※マスクの着用をお願いします。　※来場多数の場合、参加できないことがあります。
※新型コロナウイルス感染症の拡大などの状況により、講座を中止する可能性があります。

特集

シームレスな
地域医療連携を目指して

シームレス

かかりつけ医・介護施設の皆様と共に
当院が目指す未来志向型の連携

かかりつけ医・介護施設
未来志向型

病院マガジン100号記念100

市民の病院として歩む
過去・現在・未来

市民の病院

時代に寄り添う新ビジョン
改新に込めた想いと実現への課題

新ビジョン
改新

術前・産前ＰＣＲ検査で
安心万全な手術・出産を
術前・産前ＰＣＲ検査で
安心万全な手術・出産を

発熱外来を
院内に移転しました
発熱外来を
院内に移転しました
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　この度、「きよら」が１００号の節目を迎えました。私は８６号から広報委

員長として関わっています。「きよら」の遍歴としては、2004年に「富山

市民病院マガジン」として創刊され、５０号の節目で今のタイトル「きよ

ら」に改称しました。６8号までは院内のスタッフが持ち回りで執筆する

形式だったものを、病院職員以外の一般の方の目線を重視する構成に変

更するために、69号以降はライターさんによるインタビューをもとに記

事を書き上げる形式にリニューアルしました。

　「富山市民病院マガジン」の創刊当時から、富山市民病院の紹介や市民

に対する病気の啓蒙活動を二つの柱として編集を行ってきました。「きよ

ら」としては１００号の節目を迎えましたが、今後もこの二つの柱を大切

にしていきたいと思っています。

　時代の移り変わりに伴い広報のあり方も、紙からインターネットやス

マートフォンに移りつつあります。しかし、「きよら」は時代の流れに逆

らうのではなく、紙の冊子という形で手に取って伝えることのメリット

を発揮できるような工夫が求められていると感じています。

　今後も「きよら」をとおして富山市民病院の現状や実力を皆さんにお

伝えして、市民病院での医療に安心感を持っていただきたいです。また、

市民の皆様が病気にならないための「一次予防」、病気になっても悪化・

再発させない「二次予防」を分かりやすくお伝えすることで、皆様の健

康行動の後押しとなるよう努めていきたいと考えております。

　今後も「きよら」にご期待の上、ご愛読いただけたらと思います。

広報委員会より、１００号に寄せて。
Message

広報委員長

湖東 慶樹 医師
こ　とう　けい じゅ
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感染対策コーナー

02

05

14

16

術前・産前ＰＣＲ検査で
安心万全な手術・出産を

発熱外来を院内に移転しました

［インタビュー］ 理事・外科部長／瀬川　正孝 医師
外来診療部主任部長・産婦人科部長／長谷川　徹 医師

時代に寄り添う新ビジョン
改新に込めた想いと実現への課題
［インタビュー］ 院　長／藤村　隆 医師
 副院長／林　　茂 医師
 副院長／齋藤 勝彦 医師
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～かかりつけ医・介護施設の皆様と共に、
　当院が目指す未来志向型の連携～

［インタビュー］ 医療局長／家城 恭彦 医師
 地域医療部主任部長／土岐 善紀 医師
 地域医療連携室副主幹／砂原 貴代美 看護師
 医療相談室／八木 智矢 主査（社会福祉士）

市民の病院として歩む、
過去・現在・未来

シームレスな
地域医療連携を目指して
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．
お
二
人
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経
歴
と
、
今
の
役
割
を
教
え
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く
だ
さ
い
。

石
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私
は
腎
臓
内
科
医
で
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富
山
市
民
病
院
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、

病
院
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１
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８
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大
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た
旧
病
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直
「
２

年
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に
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新
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い
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ら
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忙
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ク
ワ
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と
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て
い
ま
す
。

Ｑ
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ェ
ン

ジ
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で
は
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外
。
以
降
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博
物

館
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で
き
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、
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で
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と
ゆ
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今
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街

並
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市民の病院として歩む、
過去・現在・未来

病院マガジン1００号記念
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市民病院の誕生は、終戦直後の75年前。そして最大の節目は昭和58（1983）
年に行った、郊外への移転である。今回の記念号では、移転後の病院史の
大半を見届けてきた２人に、病院の今まで、そしてこれからについて聞く



切
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ま
す
。

石
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新
病
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屋
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ヘ
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Ｉ
Ｃ
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整
備
さ
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ま
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移
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の
市
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０
０
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０
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。
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か
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
現
在
の
よ
う
に
移
動
や
入
院
中
の
ケ
ア
に
介
助

が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
増
加
を
想
定
し
た
構
造
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
現
代
で
は
当
た
り
前
で
あ
る

「
救
急
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
集
中
治
療
室
や
手
術
室
へ
の

導
線
を
考
え
た
形
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
ヒ
ト
、
モ

ノ
の
流
れ
に
マ
ッ
チ
し
な
い
構
造
と
い
う
点
は
あ
り
ま
す
が
、

建
物
自
体
は
頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
改
修
や
増
築
、

最
新
設
備
導
入
に
も
対
応
で
き
て
お
り
長
寿
命
化
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
頻
繁
に
？

石
田　

大
部
分
の
箇
所
に
手
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
大
き

な
も
の
は
、
平
成
１３
（
２
０
０
１
）
年
で
す
ね
。
必
要
度
の

増
し
た
「
救
急
外
来
」
が
手
狭
に
な
り
、「
救
急
セ
ン
タ
ー
」

を
増
築
し
ま
し
た
。
こ
の
環
境
は
、
現
在
で
も
県
下
の
急
性

期
病
院
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

　

そ
の
後
社
会
の
構
造
が
変
化
し
、
郊
外
移
転
当
時
の
元
気

な
世
代
も
高
齢
と
な
り
、
病
院
の
中
で
医
療
を
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
始
め
、
病
院
自
体
が
変
化
を
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
が

「
地
域
医
療
連
携
」
で
す
。「
病
院
完
結
型
医
療
」
か
ら
「
地

域
完
結
型
医
療
」
に
対
応
し
た
結
果
、（
市
民
病
院
は
）
平
成

２０
年
（
２
０
０
８
）
年
に
県
内
初
の
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

の
認
定
を
受
け
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」

で
、
入
退
院
支
援
な
ど
の
連
携
の
仕
組
み
を
確
立
し
ま
し
た
。

更
に
平
成
２７
（
２
０
１
５
）
年
の
外
来
改
修
で
、
よ
り
質
の

高
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
担
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

境　

地
域
と
の
連
携
に
役
割
が
変
わ
っ
て
い
く
流
れ
に
は
、

昭和20年度 富山市民病院設置決定、建築工事着手
昭和21年度 第一病棟落成、診療開始
昭和52年度 救急医療体制（第2次輪番制）の整備
昭和58年度 新病院落成、ヘリポートの開港
平成13年度 救急センターの増築
平成14年度 臨床研修病院の指定
平成16年度 ICUの改修、HCUの新設
平成18年度 電子カルテシステム本稼動、病棟改修工事
平成19年度 ふれあい地域医療センターの開設
平成20年度 県内最初の地域医療支援病院に認定
平成21年度 病院マガジン50号記念号発行
 病棟改修完成・緩和ケア病棟開設
平成23年度 富山市・医師会急患センター新築移転
平成27年度 外来改修完成
平成29年度 まちなか総合ケアセンターとの連携開始
平成30年度 電子カルテシステム更新、医局の全面改修
平成31年度 旧富山逓信病院の事業を譲受
 富山市民病院から富山市病院事業局へ行政組織を改正
 手術部門等の増改築工事（平成31年度～令和2年度） 

3 病院マガジン100号記念／市民の病院として歩む、過去・現在・未来

昭和62年頃の上空写真（創立40周年記念誌より）

初の院内広報誌。新病院
開院１周年記念で開始

平成25（2013）年、きよら大
幅リニューアルで現在の形に

沿革 History



日
々
大
き
な
変
化
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
ハ
ー

ド
面
の
変
化
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

石
田　

そ
れ
ら
の
流
れ
に
先
駆
け
、
平
成
１７
（
２
０
０
５
）

年
に
は
病
院
の
理
念
の
改
訂
も
行
っ
て
お
り
、「
地
域
の
皆

様
の
健
康
を
守
り
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」
と

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
堅
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
今
年
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
改
訂
し
ま
し
た
。

臨
機
応
変
は
、こ
れ
か
ら
も

Ｑ
．
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

石
田　

今
、
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
き
、
地
域
の
病
床
の
在

り
方
が
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
治
療

よ
り
も
ケ
ア
に
重
き
を
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

「
急
性
期
よ
り
も
、
回
復
期
の
病
床
を
」
と
呼
び
か
け
る
動

き
も
あ
る
わ
け
で
す
。
回
復
期
を
「
ま
ち
な
か
病
院
」
が

し
っ
か
り
担
う
こ
と
で
、「
富
山
市
民
病
院
」
に
は
、
急
性

期
に
特
化
し
た
機
能
を
集
約
で
き
ま
す
。
富
山
医
療
圏
に
は
、

昭
和
５２
（
１
９
７
７
）
年
か
ら
続
く
、
救
急
医
療
の
「
二
次

輪
番
体
制
」
と
い
う
財
産
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、

都
会
な
ど
で
は
救

急
車
の
行
先
が
な

い
、
待
た
さ
れ
る

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
富
山

医
療
圏
で
は
目

立
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
体
制
を
守
り
、

コ
ロ
ナ
な
ど
に
負

け
な
い
病
院
で
あ
り
続
け
る
こ
と
も
ま
た
、
私
た
ち
の
役
目

で
す
。

境　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
て
入
院

前
か
ら
の
支
援
の
拡
充
を
図
り
、
看
護
部
全
体
と
し
て
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
「
不
可
欠
な
」「
信
頼
さ

れ
る
」
と
い
う
ワ
ー
ド
も
入
り
ま
し
た
。
そ
の
理
念
も
胸
に
、

患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
「
選
ば
れ
る
病
院
」
と
な
れ
る
よ
う
、

切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
田　

市
民
病
院
は
市
民
の
た
め
の
病
院
で
す
。
時
代
に

よ
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
も
の
は
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

き
っ
ち
り
先
読
み
し
て
安
心
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
、
こ

れ
か
ら
も
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、「
き
よ
ら
」

は
私
た
ち
が
目
指
す
も
の
、
実
際
に
で
き
て
い
る
も
の
、
何

を
提
供
し
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
重
要
な
媒
体
の
ひ
と
つ
で

す
の
で
、
注
目
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
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救急センターの増築（平成13年）

ふれあい地域医療センター改修（平成27年）

富山まちなか病院開院（平成31年）

ふれあい地域医療センターの開設（平成19年）

外来改修（平成27年）

医局全面改修（平成30年）



立
ち
位
置
が
変
わ
り
、
新
ビ
ジ
ョンへ

Ｑ
．
ビ
ジ
ョ
ン
の
変
更
点
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
村　

富
山
市
の
病
院
事
業
と
し
て
「
富
山
市
民
病
院
」
と

「
富
山
ま
ち
な
か
病
院
」
の
２
病
院
体
制
を
敷
く
現
状
を
踏

ま
え
、
６
年
間
の
中
長
期
計
画
を
立
て
る
中
で
、
ま
ず
は
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
ま
し
た
。「
富
山
市
民
病
院
」

は
「
高
度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
を
担
う
地
域
の
中
核
病

院
」、「
富
山
ま
ち
な
か
病
院
」
は
「
回
復
期
を
担
う
市
内
急

性
期
病
院
の
後
方
支
援
病
院
」
を
目
指
そ
う
と
。

Ｑ
．
視
点
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

藤
村　
「
医
療
を
通
し
て
皆
様
の
健
康
を
守
り
、
豊
か
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
、
地
域
医
療
を
大
切
に
す

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
た
だ
、
改
訂
前
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
、「
地
域
か
ら
最
も
信
頼
さ
れ
る
」「
地
域
医
療
の

質
向
上
を
牽
引
す
る
」「
地
域
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
中
心
的
役
割
を
担
う
」
と
い
っ
た
“
地
域
医
療
の
リ
ー

ダ
ー
”
を
目
指
す
こ
と
の
み
を
強
調
す
る
感
じ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、「
救
急
医
療
、
災
害
医
療
に
強
い
」「
質
の
高

い
急
性
期
医
療
を
担
う
」「
シ
ー
ム
レ
ス
な
地
域
医
療
を
築

き
安
心
を
提
供
す
る
」
と
い
っ
た
“
中
核
”
の
立
場
に
目
線

を
置
き
換
え
、
今
目
指
す
べ
き
姿
を
よ
り
明
確
に
し
た
の 

で
す
。

5 病院マガジン100号記念／市民の病院として歩む、過去・現在・未来

院
長　

藤ふ
じ

村む
ら　
　

隆た
か
し 

医
師

副
院
長　

林は
や
し　
　
　

茂し
げ
る 

医
師

副
院
長　

齋さ
い

藤と
う　

勝か
つ

彦ひ
こ 

医
師

時代に寄り添う新ビジョン
改新に込めた想いと実現への課題
昨年10月、市民病院は、より盤石となった地域連携医療の体制を軸に「ビジョン」の 
一部を改定した。その新たなビジョンを実現するうえで重要なのは「働き方改革」と 

「人材育成」とのこと。新型コロナ対応と並行する難しい課題の現在地について聞く。



Ｑ
．
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
に
は
コ
ロ
ナ
も
関
連
？

藤
村　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
新
規
感
染
症

は
一
種
の
災
害
医
療
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

当
院
は
ク
ラ
ス
タ
ー
を
克
服
で
き
た
と
い
う
自
信
を
も
と
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
一
番
目
を
「
救
急
医
療
、
災
害
医
療
に
強
い
」

に
据
え
ま
し
た
。

　

ま
た
救
急
医
療
は
富
山
医
療
圏
の
「
二
次
輪
番
制
」
を
担

う
重
要
な
立
場
を
改
め
て
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

か
ら
立
ち
直
る
時
に
最
も
優
先
し
た
医
療
で
す
。

　
「
質
の
高
い
急
性
期
医
療
」
は
、
こ
の
た
び
の
中
長
期
計

画
で
謳
わ
れ
た
当
院
の
本
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
高
度
技

術
を
必
要
と
す
る
医
療
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．「
シ
ー
ム
レ
ス
な
地
域
医
療
」
と
は
？

藤
村　
「
富
山
ま
ち
な
か
病
院
」
は
、「
富
山
市
民
病
院
」
が

急
性
期
医
療
に
専
念
す
る
た
め
に
、
回
復
期
を
担
う
重
要
な

後
方
連
携
病
院
で
す
。「
富
山
ま
ち
な
か
病
院
」
も
元
は
急

性
期
病
院
だ
っ
た
の
で
す
が
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
８

月
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
」
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
回
復

期
へ
重
点
を
シ
フ
ト
さ
せ
ま
し
た
。
富
山
市
民
病
院
は
患
者

さ
ん
の
「
も
う
少
し
リ
ハ
ビ
リ
を
」「
生
活
に
慣
れ
て
か
ら

自
宅
へ
」
と
い
っ
た
選
択
肢
に
ス
ム
ー
ズ
に
呼
応
で
き
る
の

で
、
よ
り
安
心
な
急
性
期
後
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
病
院
・
施
設
へ
の
紹
介
も

行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
患
者
さ
ん
自
身
の
望
む
シ
ー
ム

レ
ス
な
（
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
）
連
携
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
か
と
考
え
ま
す
。

働
き
方
改
革
も

人
材
育
成
も
待
っ
た
な
し

Ｑ
．
働
き
方
と
い
う
、
環
境
の
変
化
も
？ 

藤
村　

労
働
基
準
法
の
改
訂
も
あ
り
、
令
和
６
（
２
０
２

４
）
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
、
医
師
の
時
間
外
労
働
の
目

安
が
確
定
し
ま
し
た
。
こ
の
目
安
以
上
に
働
く
医
師
が
多
い

と
い
う
現
状
に
対
し
、
令
和
１８
（
２
０
３
６
）
年
ま
で
に
は

「
年
間
９
６
０
時
間
」
に
抑
え
る
と
い
う
、
国
の
指
針
で
す
。

基本構想　≒　ビジョン

私たちは医療を通して皆様の健康を守り、
豊かな地域づくりに貢献します。

地域から最も信頼される病院になる
地域医療の質向上を牽引する病院になる

地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

旧ビジョン 2005年～ 2020年9月
地域医療のリーダー病院となる 

●全国でも有数の急性期医療の維持　　
●ほぼ100%の救急応需率を達成している救急輪番制度の維持　　
●市の中心部に不足している回復期医療の提供　
●患者の治療を機能間や病院間で分断しないシームレスな医療の提供
●上記の安定的な供給

まちなか病院 回復期を担う市内急性期病院の後方連携病院

市民病院 高度急性期・急性期医療を担う地域の中核病院

救急医療、災害医療に強い病院になる
質の高い急性期医療を担う病院になる

シームレスな地域医療を築き安心を提供する病院になる

新ビジョン 2020年10月～
地域医療に不可欠な信頼される中核病院となる 

ミッション（使命）

ビジョン（展望）
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こ
れ
は
現
役
医
師
の
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
で
も
あ
る
の

で
す
が
、
今
後
高
齢
化
が
高
止
ま
り
し
、
働
き
手
が
よ
り
一

層
不
足
す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
優
秀
な
若
者
が
安
心
し

て
医
師
を
目
指
せ
る
環
境
に
し
た
い
と
い
う
、
人
材
確
保
の

観
点
に
も
基
づ
く
も
の
で
す
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
で
現
状
の
労
働
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

み
ん
な
で
対
策
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

齋
藤　

私
た
ち
は
、
市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
こ
と
が
使
命

で
す
の
で
、
単
純
に
働
く
時
間
だ
け
を
短
く
す
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
質
の
高
い
医
療
を
維
持
し
、
次
世

代
に
繋
ぐ
た
め
に
は
、
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
成
長
で
き
る

環
境
を
整
え
る
…
そ
の
取
り
組
み
も
ま
た
、
未
来
の
「
働
き

方
改
革
」
に
繋
が
る
重
要
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
密
度
の
濃

い
人
材
育
成
が
不
可
欠
で
す
ね
。

Ｑ
．
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

林　

ひ
と
昔
前
よ
り
は
、
医
師
が
余
裕
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
め
る
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
背
景
も
あ
り
、
超
過
勤

務
自
体
が
減
っ
て
い
る
部
分
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
尚
、
あ
る
一
定
以
上
の
超
過
勤
務
を
せ
ざ
る
得
な
い
医

師
に
は
、
私
た
ち
産
業
医
と
の
面
談
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

産
業
医
と
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
に
つ
い
て
、
専
門
的

な
立
場
か
ら
指
導
・
助
言
を
行
う
医
師
で
す
。
し
か
し
、
医

師
の
場
合
は
そ
の
面
談
の
時
間
も
取
れ
な
く
て
…
と
い
う
状

況
で
は
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
医
師
は
、
診
断
書
、
入
院
証
明
書
、
難
病
の
手
続

き
な
ど
と
い
っ
た
書
類
を
書
く
機
会
が
多
く
、
診
療
が
終

わ
っ
て
か
ら
取
り
掛
か
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現

在
は
医
師
事
務
作
業
補
助
者
が
１７
名
お
り
、
作
成
を
一
手
に

引
き
受
け
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
分
の
負
担
は
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
紙
の
書
類
を
廃
止
し
た
り
、

印
鑑
を
押
さ
な
く
て
い
い
仕
組
み
を
作
っ
た
り
す
る
な
ど
無

駄
を
洗
い
出
し
、
省
い
て
い
く
業
務
改
善
も
進
め
て
い
ま
す
。

実
際
は
１
〜
２
割
ぐ
ら
い
し
か
負
担
は
減
っ
て
い
な
い
と
い

う
実
感
で
す
が
、
大
き
な
一
歩
で
す
。
診
療
そ
の
も
の
や
、

患
者
さ
ん
、
ご
家
族
へ
の
説
明
は
手
厚
く
行
う
た
め
の
取
り

組
み
で
す
の
で
、
書
類
や
カ
ル

テ
作
成
の
手
間
を
い
か
に
簡
略

化
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て

い
ま
す
。

齋
藤　

育
成
面
で
は
、
ピ
ン
チ

が
チ
ャ
ン
ス
…
と
い
う
こ
と
で

も
な
い
で
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
講
堂
に
集
ま
っ
て
顔
を

合
わ
せ
て
の
研
修
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
で
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
の
導
入
・
活
用
が
加
速
し
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必
要
な
勉

強
が
で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
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あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
密
集
の
リ
ス
ク
や
過
酷

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
回
避
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
学
習

記
録
を
活
用
し
て
、
自
分
の
到
達
点
、
成
長
度
合
い
を
簡
単

に
確
認
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
自
由
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
学
び
、
必
要
な
分
は
お
さ
ら
い
も
で
き
る
状
況

は
、
効
率
的
な
質
の
向
上
を
生
み
ま
す
。
ま
た
、
院
外
で
行

わ
れ
る
学
会
や
研
究
会
に
関
し
て
も
、
特
に
全
国
学
会
な
ど

は
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
て
い
て
、
今
ま
で
は
遠

方
だ
っ
た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
り
と
い
う
難

点
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
逆
に
出
席
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

藤
村　

医
師
は
非
常
に
仕
事
が
忙
し
く
、
国
が
指
導
す
る
研

修
の
出
席
率
１
０
０
％
は
、
正
直
達
成
し
き
れ
な
い
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
研
修
可
能
と
な
る
こ

と
で
、
達
成
で
き
る
わ
け
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
、

唯
一
の
恩
恵
と
言
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

齋
藤　

学
校
で
は
教
育
環
境
の
電
子
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
が
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の

か
…
見
通
せ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
社
会
全
体
の

流
れ
の
中
で
、
人
を
育
て
る
文
化
、
理
想
の
教
え
方
を
突
き

詰
め
る
こ
と
も
大
事
か
な
と
。
教
え
る
技
術
も
育
て
て
い
く

こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
対
面
と
の
併
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
真
価
が
現
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
発
信
が
で
き
る
病
院
へ

Ｑ
．「
き
よ
ら
」
１
０
０
号
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

齋
藤　

私
は
平
成
１６
（
２
０
０
４
）
年
の
創
刊
号
か
ら
、
６８

号
ま
で
の
編
集
長
を
務
め
ま
し
た
。
広
報
が
重
要
だ
と
い
う

当
時
の
院
長
の
肝
い
り
で
発
刊
し
た
の
が
「
市
民
病
院
マ
ガ

ジ
ン
」で
、
５０
号
で「
き
よ
ら
」へ
と
改
称
し
て
い
ま
す
。
清

潔
さ
や
透
明
感
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
と
と
も
に
３
文
字
の
持

つ
力
強
い
響
き
が
、「
地
域
医
療
を
支
え
、
市
民
に
応
援
さ

れ
る
」
と
い
う
当
院
の
理
想
と
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
が
決
定
打

で
し
た
。
広
報
委
員
会
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
発
信
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
常
に
時
代
の
最
先
端
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、

こ
う
や
っ
て
「
き
よ
ら
」
が
今
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
継

続
し
、
病
院
が
伝
え
た
い
こ
と
と
市
民
の
思
い
が
調
和
し
な

が
ら
、
無
事
１
０
０
号
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
感
慨
深
い

で
す
ね
。

林　
「
き
よ
ら
」
は
病
院
の
活
動
を
発
信
す
る
上
で
非
常
に

重
要
な
ツ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
他
の
先
生
方
や

ス
タ
ッ
フ
が
ど
ん
な
活
動
・
活
躍
を
し
て
い
る
の
か
、「
き

よ
ら
」
で
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
毎
号

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
自
分
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
号

は
特
に
大
事
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

藤
村　

ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
よ
り
一
層
皆
様
の
役
に
立
ち
、

頼
り
に
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
目
指
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
医
療
安
全
、
感
染
対
策
に
強
い
病
院
と
し
て
、

完
璧
な
医
療
を
行
う
と
と
も
に
、「
き
よ
ら
」
な
ど
を
通
し

て
良
い
情
報
を
市
民
、
地
域
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
「
富
山
市
民
病
院
」
と
「
富
山
ま
ち
な
か
病
院
」

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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万
全
の
準
備
で
入
退
院
を

支
え
る
専
門
部
署

Ｑ
．
地
域
医
療
連
携
室
と
は
？

家
城　

当
院
に
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
治
療
を
経
て
、
ご

自
宅
や
地
域
に
帰
ら
れ
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
が
円
滑
に
進

む
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
部
署
で
す
。
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

や
療
養
型
病
院
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
紹
介
に
応
じ
た
り
、

主
治
医
と
の
共
同
診
療
を
促
し
た
り
、
退
院
後
の
暮
ら
し
に

つ
な
げ
る
お
手
伝
い
な
ど
、
そ
の
業
務
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

現
在
は
医
師
２
名
、
看
護
師
６
名
、
社
会
福
祉
士
３
名
を
は

じ
め
、
看
護
助
手
や
医
療
事
務
を
含
め
て
総
勢
３０
名
以
上
の

大
所
帯
で
す
。

土
岐　

地
域
医
療
連
携
に
は
、
当
院
で
の
検
査
や
治
療
を
目

的
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
前
方
連
携
」
と
、

当
院
で
の
治
療
を
終
え
た
後
に
も
リ
ハ
ビ
リ
や
身
体
機
能
の

回
復
な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
の
「
後
方
連
携
」
が
あ
り
、

こ
の
２
つ
を
合
わ
せ
て
ス
ム
ー
ズ
で
途
切
れ
の
な
い
患
者
さ

ん
の
フ
ロ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
「
地
域
医
療
連
携
室
」

の
役
割
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
設
立
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

家
城　

平
成
１６
（
２
０
０
４
）
年
に
「
地
域
医
療
連
携
室
」

と
「
医
療
相
談
室
」
を
設
置
し
、「
地
域
医
療
部
」
と
し
た
の

9 特集／シームレスな地域医療連携を目指して

医
療
相
談
室

八や

木ぎ　

智と
も

矢や 

主
査（
社
会
福
祉
士
）

地
域
医
療
連
携
室
副
主
幹

砂す
な
は
ら原　

貴き

よ
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代
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看
護
師
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医
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医
師

医
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少子高齢化が加速する現代、地域の医療機関や介護施設との連携で成り立つ「入退院支
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支援病院として認定され、積極的に取り組んできた「地域医療連携」について、聞く。



が
は
じ
ま
り
で
、
そ
の
３
年
後
に
は
、
現
在
の
玄
関
ホ
ー
ル

横
に
「
ふ
れ
あ
い
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

地
域
性
や
使
用
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
な
ど
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
今
で
は
ど
こ
の
医
療
機
関
に
も
あ
る
、
地
域
完
結
型
医

療
に
お
い
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
部
署
で
す
。

砂
原　

今
の
時
代
は
高
齢
の
独
居
者
や
老
老
介
護
、
い
く
つ

も
の
病
気
を
合
わ
せ
持
っ
た
方
も
多
く
、
生
活
に
戻
る
た
め

の
支
援
が
遅
く
な
る
と
後
手
後
手
に
回
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

連
携
の
部
署
は
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
入
院
生
活
で
足
腰
が
弱
く
な
る
危
険
性
が
あ
る

場
合
、
入
院
前
か
ら
予
測
し
計
画
的
に
生
活
動
作
を
支
援
し
、

自
宅
に
は
介
護
保
険
で
歩
行
器
や
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
契
約
を

す
れ
ば
退
院
直
後
か
ら
自
宅
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
入
院
に
よ
り
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

を
入
院
前
に
把
握
し
予
防
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
良
い
状
態
で
日
常
の
生
活
に
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
支
援
し
、
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
岐　

新
し
い
患
者
さ
ん
を
し
っ
か
り
お
引
き
受
け
す
る
た

め
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
病
床
を
空
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
急
性
期
医
療
に
お
い
て
も
患
者
さ
ん

の
年
齢
層
の
中
心
が
７０
〜
８０
代
に
移
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

治
療
を
終
え
て
も
回
復
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
、
医
療
、
福
祉
、
介
護

三
分
野
の
つ
な
ぎ
目
の
な
い
（
シ
ー
ム
レ
ス
な
）
連
携
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
特
に
「
後
方

連
携
」
は
、
年
々
重
要
度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業
務
を
？

砂
原　

ま
ず
、
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ
ん
を
当
院
の
外
来
や
入

院
へ
繋
ぐ
「
入
口
業
務
」、
退
院
後
す
ぐ
に
元
の
生
活
に
戻

る
こ
と
が
難
し
い
患
者
さ
ん
を
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ

病
院
、
療
養
先
施
設
に
繋
ぐ
「
出
口
業
務
」
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
入
院
中
に
本
人
や
ご
家
族
に
寄
り
添
い
支
援
す
る

「
相
談
業
務
」
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
が
決
定
し
た
患

者
さ
ん
に
対
し
て
、
入
院
生
活
の
説
明
や
手
術
前
の
支
援
も

患者さん
（ご家族）

かかりつけ医

●HPやメディアでの
　情報提供

●公開／出前講座の開催

●丁寧な診療と説明

●快適な療養環境を
　提供

●職員の接遇教育

●win-winの逆紹介

●満足度調査を
　actionへつなげる

●紹介手続きの簡素化

●目に留まる
　診療科案内作成

●返書や経過報告を
　密にした
　コミュニケーション

●アフターアクション
　の工夫
●かかりつけ医
　満足度調査
●当院の強みの印象付け

診 療 前 診 療 中 診 療 後
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行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
か
か
り
つ

け
医
と
当
院
の
専
門
医
が
協
力
し
て
治
療
を
行
う
開
放
型
病

床
や
、
病
状
に
適
し
た
病
床
を
手
配
す
る
「
病
床
管
理
」
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
患
者
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な

入
退
院
を
支
え
る
た
め
に
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
先
生
方
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
も
大

切
な
役
割
で
す
。
毎
月
発
行
の
機
関
誌
「
れ
ん
け
い
と
支

援
」
の
作
成
や
症
例
検
討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
６
月

開
催
の
「
富
山
市
民
病
院
地
域
連
携
の
会
」
に
は
多
く
の
先

生
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
度
は

開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
早
く
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
同
士
が
、

仕
事
・
連
携
を
し
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
活
気
を
も
っ
て
自
立
し
た
働
き
を
す
る

こ
と
で
患
者
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
岐　

業
務
が
多
い
故
に
細
分
化
し
て
い
る
部
署
で
し
て
、

近
年
は
さ
ら
に
社
会
的
な
要
請
か
ら
新
し
い
構
想
・
計
画
が

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
中
で
、
古
い
も
の
も
守
り
つ
つ
、
や

る
べ
き
こ
と
に
き
り
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
信
頼
関
係
を

大
事
に
し
な
が
ら
全
て
の
業
務
が
有
機
的
に
繋
が
る
よ
う
に

前
に
進
め
る
…
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要

で
、
砂
原
師
長
は
ま
さ
に
適
任
で
す
ね
。

Ｑ
．
特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い

砂
原　

私
は
、
縁
あ
っ
て
「
富
山
市
ま
ち
な
か
診
療
所
」
で

勤
め
た
期
間
が
あ
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
お
一
人
お
一
人
は
、
地
域
で
暮
ら
す

「
生
活
者
」
で
あ
る
と
い
う
当
た
り
前
な
こ
と
で
す
が
…
病

気
で
な
く
生
活
の
視
点
で
患
者
さ
ん
を
看
る
と
い
う
事
が
は

じ
め
て
府
に
落
ち
ま
し
た
。
病
気
や
障
害
で
出
来
な
い
こ
と

を
探
す
の
で
は
な
く
、“
ど
ん
な
支
援
が
あ
れ
ば
患
者
さ
ん

が
望
む
生
活
が
で
き
る
か
”
を
意
識
し
、
そ
の
意
識
を
共
有

し
て
気
軽
に
相
談
し
合
え
る
よ
う
な
職
場
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
い
、
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

八
木　

私
も
同
じ
生
活
者
と
し
て
福
祉
の
立
場
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
士
と
し
て
相
談
業
務
を
担
い
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
含
め
、
地
域
や
行
政
の
関
係
機
関
と
連
絡
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を
取
り
合
い
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
中

で
、
た
ま
た
ま
病
気
や
け
が
で
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
方
を
、

な
る
べ
く
元
の
生
活
、
本
人
が
望
む
生
活
に
近
づ
け
て
あ
げ

た
い
な
と
。
な
お
、
私
も
市
役
所
の
「
生
活
支
援
課
」
に
３

年
間
在
籍
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
そ
こ
で
習
得
し
た
一
歩

引
い
た
視
点
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
も
す
れ

ば
、
一
旦
は
病
院
の
色
々
は
置
い
て
お
い
て
、「
患
者
さ
ん

優
先
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
、
両

方
の
視
点
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
ね
。

地
域
医
療
支
援
病
院
の

先
駆
け
と
し
て

Ｑ
．「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
認
定
は
、
県
内
初
と
聞
き

ま
し
た
。

土
岐　

地
域
の
「
急
性
期
医
療
を
担
う
」「
救
急
医
療
を
担

う
」「
高
度
な
検
査
医
療
機
器
を
共
有
す
る
」「
医
療
に
関
わ

る
研
修
と
教
育
」
…
こ
の
４
つ
が
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

の
役
割
で
す
。
当
院
の
取
り
組
み
は
い
ち
早
く
、
平
成
２０

（
２
０
０
８
）
年
に
、
富
山
県
で
初
め
て
地
域
医
療
支
援
病

院
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
令
和
と
な
っ
た
今
、
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

土
岐　

地
域
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
患
者
さ
ん
を
切

れ
目
な
く
ご
紹
介
い
た
だ
か
な
い
と
経
営
が
成
り
立
た
な
い

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
医
療
は
手
術
一
つ
、

カ
テ
ー
テ
ル
１
本
に
至
る
ま
で
国
が
公
的
な
価
格

を
決
め
て
お
り
、
他
病
院
と
の
価
格
競
争
は
で
き

な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
採
算
は
病
院

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
社
会
主
義
と
資
本

主
義
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
部
分
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
経
費
や
人
件
費
の
「
削
減
競

争
」
の
方
向
に
向
か
い
、
も
っ
と
良
い
も
の
を
、

と
い
う
「
付
加
」
に
向
か
い
難
く
な
る
こ
と
が
課

題
で
す
。

八
木　

今
は
ど
の
病
院
に
も
地
域
連
携
室
は
あ
る

わ
け
で
す
が
、
当
院
は
早
い
段
階
で
「
地
域
医
療

部
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
先
例
と
な
っ
て
県
内
の

地
域
医
療
連
携
の
レ
ベ
ル
を
底
上
げ
し
続
け
て
き

た
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
在
は
地

域
連
携
と
広
報
に
力
を
入
れ
て
い
る
病
院
が
増
え

て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
今
一
度
、
病
院
全
体

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
立
て
直
す
べ
き
だ

と
感
じ
ま
す
。
変
わ
る
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
と

廃
れ
て
い
く
ぞ
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
？

砂
原　

現
在
“
紹
介
状
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
先

生
へ
丁
寧
な
返
書
を
返
す
”
こ
と
に
つ
い
て
改
め

て
病
院
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
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紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
、「
次
も
ま
た
市
民
病
院
で
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
病
院
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
土
岐
先
生
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

土
岐　

今
、
病
院
に
は
「
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
創
出
力
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
特
殊
な
治
療
や
新
し
い
方

法
に
限
ら
ず
、
標
準
的
な
治
療
で
も
成
績
が
良
い
な
ど
の

“
診
療
面
”、
あ
る
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
明
ら
か
に

な
っ
た
感
染
症
に
強
い
病
院
で
あ
る
た
め
の
個
室
化
と
い
っ

た
“
環
境
面
”、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
人
柄
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
“
接
遇
面
”
に
分
け
て
考
え
て

お
り
、
他
施
設
と
の
差
別
化
が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
に
も

「
紹
介
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
砂
原

師
長
が
先
に
述
べ
た
、
紹
介
に
対
す
る
返
書
を
重
視
し
た
対

応
に
も
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
積
み
重
ね
で
今
後
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
「
信
頼
」
と
「
差
別
化
」
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
木　

他
の
病
院
を
見
て
み
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
患
者
さ
ん
の
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
私

た
ち
が
ま
だ
検
討
段
階
の
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

た
り
し
ま
す
。
お
役
立
ち
の
精
神
で
、
い
い
も
の
を
取
り
入

れ
る
速
度
を
上
げ
た
い
で
す
。

土
岐　

実
は
昨
年
、
初
め
て
開
業
医
の
方
を
対
象
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
満
足
度
調
査
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
「
患
者
さ
ん

の
受
け
入
れ
や
、
や
り
と
り
が
面
倒
な
病
院
は
Ｎ
Ｇ
」
だ
と

い
う
意
見
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
業
務
の
効
率
化

に
一
工
夫
を
施
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
う
努
力
が
不
可
欠
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ア
イ

デ
ア
は
あ
る
の
で
す
が
、
今
は
「
乞
う
ご
期
待
」
と
い
う
こ

と
で
。

時
代
の
節
目
を
、
き
っ
か
け
に

Ｑ
．「
き
よ
ら
」
の
読
者
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

家
城　

当
院
に
と
っ
て
こ
の
１
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
大
変

で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
や
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
何
と

か
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
元
に

戻
る
の
で
は
な
く
、
以
前
に
も
ま
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
最
大
の
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
１
０

０
号
と
い
う
節
目
が
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
証
と
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

土
岐　

こ
の
節
目
に
、
今
後
は
電
子
版
の
配
布
、
地
域
の
先

生
方
や
読
者
か
ら
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
も

ら
え
る
往
復
型
情
報
ツ
ー
ル
に
な
ら
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
反
応
が
な
い
よ
り
も
ダ
メ
な
ら
ダ
メ
と
言
わ
れ
た
方
が

気
持
ち
が
良
い
の
で
。

砂
原　

介
護
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る

こ
と
が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
。
地
域
連
携
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ま
だ
わ
か
り
合
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
と
思

え
る
の
で
、
し
っ
か
り
手
を
結
び
合
う
た
め
の
後
押
し
に
な

れ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

八
木　

退
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
「
も
う
退
院
で

す
か
？
」
と
い
う
反
応
は
、
正
直
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
昔
よ

り
も
退
院
後
の
生
活
を
早
め
に
考
え
て
、
地
域
の
方
々
と
協

力
し
て
支
援
す
る
部
署
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
安
心

し
て
当
院
を
頼
っ
て
来
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
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Ｑ
．
な
ぜ
全
員
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
？

瀬
川　

術
後
合
併
症
と
院
内
感
染
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

必
要
な
検
査
で
す
。
感
染
者
の
う
ち
の
約
２
割
は
無
症
状
で

す
。
ま
た
健
康
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
の
中
に
も
、
少
数

で
は
あ
り
ま
す
が
無
症
状
感
染
者
が
存
在
し
ま
す
。

　

無
症
状
な
の
は
自
己
免
疫
力
が
勝
っ
て
発
症
し
て
い
な
い

状
態
で
あ
り
、
ウ
ィ
ル
ス
は
有
症
状
者
と
同
様
に
体
内
に
存

在
し
、
感
染
力
も
あ
り
ま
す
。
一
般
に
全
身
麻
酔
で
受
け
る

よ
う
な
手
術
は
侵
襲
が
大
き
く
、
術
後
に
自
己
免
疫
力
を
低

下
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
無
症
状
感
染
者

の
方
が
全
身
麻
酔
の
手
術
を
受
け
ら
れ
る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
力
が
逆
転
し
、
重
大
な
術
後
合
併
症
と
し
て
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
が
発
症
す
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
全
身
麻
酔
で
は
気
管
挿
菅
を
行
う
た
め
、
気
道
か

ら
の
飛
沫
が
発
生
し
や
す
く
、
医
療
従
事
者
へ
の
感
染
の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
も
し
医
療
従
事
者
に
感
染
す
る
と
、

院
内
感
染
を
引
き
起
こ
し
、
病
院
は
機
能
麻
痺
に
陥
り
、
他

の
患
者
さ
ん
も
含
め
た
不
利
益
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

長
谷
川　

妊
婦
さ
ん
の
場
合
に
は
「
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
を
感
染
か
ら
守
る
」
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。
富
山
で

は
、
無
症
状
で
も
希
望
す
る
妊
婦
さ
ん
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無

料
で
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
当
院
が
全
員
に
検
査
を
お
願

い
す
る
の
は
、
昨
年
経
験
し
た
院
内
感
染
の
際
に
分
娩
休
止

と
な
り
県
内
の
産
科
施
設
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
っ
た
経
験

が
あ
る
た
め
で
、
慎
重
を
期
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
？

瀬
川　

手
術
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
当
院
か
ら
「
全
身
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感
染
対
策
コ
ー
ナ
ー

術
前
・
産
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で

安
心
万
全
な
手
術
・
出
産
を

外来診療部主任部長・
産婦人科部長

長
は

谷
せ

川
が わ

　徹
とおる

 医師

理事・外科部長

瀬
せ

川
が わ

　正
ま さ

孝
た か

 医師

富
山
市
民
病
院
で
は
、
全
身
麻
酔
で
の
手
術
を
予

定
す
る
患
者
さ
ん
と
、
出
産
間
近
の
妊
婦
さ
ん
全

員
に
対
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
や
、検
査
の
流
れ
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
を
と
り

ま
と
め
る
医
師
に
聞
く
。



麻
酔
で
手
術
や
処
置
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
へ
」
と
い
う
、

ガ
イ
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。
入
院
ま
で
の
間
は
、
各
々
で
感

染
対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

手
術
は
、
入
院
当
日
も
し
く
は
翌
日
に
行
い
ま
す
の
で
、
原

則
と
し
て
入
院
日
の
前
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
、
陰
性

が
確
認
さ
れ
た
ら
入
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
結
果
は
あ
く
ま
で
も
検
査
時
点
で
の
も
の
で
す
か
ら
、
手

術
ま
で
の
間
隔
を
可
能
な
限
り
短
く
し
て
、
陰
性
の
結
果
が

手
術
ま
で
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。
患
者
さ

ん
に
は
、
術
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
在
宅
で
行
う
入
院
診
療
の
一

部
で
あ
り
、
治
療
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　

妊
婦
さ
ん
の
場
合
は
、
手
術
の
よ
う
に
分
娩
す
る

日
が
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
出
産
予
定
日
の

２
週
間
前
の
妊
娠
３８
週
前
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
査
を
行
い

ま
す
。
術
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
比
べ
、
間
隔
が
長
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
妊
婦
さ
ん
に
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
家
族
内

感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
べ
く
、
ご
家
族
へ
の
日
々
の
感
染

予
防
も
強
く
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
検
査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
知
る
？

瀬
川　

検
査
日
の
翌
朝
に
検
査
結
果
が
届
き
ま
す
。
陽
性
を

疑
わ
れ
る
方
に
は
再
検
査
の
連
絡
を
入
れ
て
待
機
し
て
い
た

だ
く
一
方
、
陰
性
の
方
に
は
連
絡
を
入
れ
ず
、
予
定
通
り
に

入
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
の
市
中
感
染
レ
ベ
ル
で
あ

れ
ば
ま
ず
陰
性
で
あ
る
こ
と
、
全
員
に
結
果
連
絡
を
す
る
と

時
間
が
か
か
り
、
朝
の
短
時
間
で
の
連
絡
で
は
行
き
違
い
が

起
き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
陽
性
が
疑
わ
れ
る
人
に
限
り
確

実
に
連
絡
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
再
検
査
の
結
果
は
３

時
間
程
で
出
ま
す
。
陰
性
の
場
合
は
午
後
か
ら
入
院
、
陽
性

の
場
合
は
手
術
延
期
と
し
、
保
健
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

指
示
が
出
る
ま
で
、
自
宅
で
待
機
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
流

れ
で
す
。
市
中
感
染
レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ
た
場
合
は
、
予
定

手
術
施
行
の
可
否
も
含
め
て
運
用
を
変
更
し
て
い
く
予
定 

で
す
。

長
谷
川　

産
婦
人
科
の
場
合
も
陰
性
の
場
合
は
電
話
連
絡
せ

ず
、
次
の
来
院
機
会
に
主
治
医
か
ら
結
果
を
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
陽
性
判
定
が
出
た
場
合
は
、
感
染
病
棟
に
来
て
い
た

だ
き
、
分
娩
の
方
針
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
産
は
、

長
い
方
だ
と
３
日
か
か
り
ま
す
。
母
子
の
健
康
や
ス
タ
ッ
フ

の
感
染
リ
ス
ク
を
考
え
、
現
在
は
原
則
的
に
帝
王
切
開
で
の

出
産
と
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
後
期
の
方
は
重
症
化
リ
ス
ク
が

高
い
と
い
う
最
近
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
母
子
と
も

に
危
険
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。

Ｑ
．
検
査
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
に
一
言
。

瀬
川　

術
前
、
産
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
よ

う
な
感
染
が
疑
わ
し
い
方
中
心
の
検
査
と
は
異
な
り
、“
陰

性
を
確
認
す
る
”
た
め
の
も
の
で
す
。
陽
性
判
定
の
可
能
性

は
低
く
、
実
際
当
院
で
は
（
取
材
時
）
検
査
を
５
３
０
例
に

施
行
し
ま
し
た
が
、
陽
性
判
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
術
前
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
通
常
診
療
を
継
続
す
る
た
め
に
必

要
な
検
査
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
谷
川　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
安
心
し
て
出
産
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
感
染
し
て
い
る

の
に
結
果
が
陰
性
に
な
る
（
偽
陽
性
）
な
ど
が
稀
に
あ
り
ま

す
。
妊
婦
さ
ん
の
感
染
の
６０
％
が
家
庭
内
感
染
と
言
わ
れ
て

お
り
、
ご
家
族
も
協
力
し
て
手
洗
い
の
励
行
や
３
密
を
避
け

る
な
ど
基
本
的
な
予
防
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
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富
山
市
病
院
事
業
局
で
は
、
病
院
事
業
に
お
け
る
経
営
分

析
、
医
療
提
供
体
制
及
び
経
営
改
善
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
審
議
す
る
た
め
、「
富
山
市
病
院
事
業
経
営
改
善
委
員
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
今
年
度
の
収
支
見
込
み
の
ほ
か
、
昨
年

度
に
策
定
し
た
「
富
山
市
病
院
事
業
中
長
期
計
画
（
２
０
２

０
年
度
～
２
０
２
５
年
度
）」
及
び
「
富
山
市
病
院
事
業
経
営

改
善
計
画
（
２
０
２
０
年
度
～
２
０
２
２
年
度
）」
に
基
づ
く

施
策
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
市
民
病
院
の
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
終
息
後
、

コ
ロ
ナ
患
者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
評
価
す
る
意
見
が

あ
っ
た
一
方
、
赤
字
体
質
の
改
善
の
た
め
経
営
改
善
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
進
め
る
よ
う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

富
山
市
病
院
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
今
後
も
厳
し
い
経
営
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

経
営
改
善
計
画
で
定
め
た
施
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ

と
で
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
に
選

ば
れ
る
病
院
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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発
熱
外
来
を
院
内
に
移
転
し
ま
し
た

令和２年度 経営改善委員会 を開催しました

Information Board

移転先は、１階の救急センターの横（旧：脳神経外科）です。診察室は３部屋となり、全てに
陰圧換気装置を設置しました。クリーンな環境で安全にかつより効率的に診察ができるよ
うになりましたので、感染症に強い病院として地域の皆様のお役にたてるよう、より一層
尽力します。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
を
診
察
す
る

「
発
熱
外
来
」を
、
従
来
の
駐
車
場
内
の
プ
レ
ハ
ブ
か
ら
院
内
に
移
転
し
ま
し
た
。
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外来診療棟 西病棟

心臓リハビリテーション室

ふれあい
地域医療
センター

薬局

がん何でも
相談室

看護外来
栄養指導室

レントゲン受付
撮影

中央放射線部

防災センター

売店

売店

理髪店

空調
機械室

院内保育所
精神デイケア

透析内科

食堂

休憩室

コーヒーショップ

入退院口
（夜間入口）

入退院口
（夜間入口）

CDコーナー

休
憩
コ
ー
ナ
ー

中央受付

脳神経外科

発熱
外来

外科 整形外科

血管造影室

待合ホール

ドック
更衣室

救急
センター

再来
受付機 内科

案内図

患者アドボカシー室

開放型
医師室

8F

2F1F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

内科

内科

整形外科

脳神経外科
内科

産婦人科

事業管理者室
院長室
副院長室
看護部長室
看護科事務室
電話交換室

売店
コーヒーショップ
食堂
防災センター

薬品管理事務室
霊安室
剖検室

講堂
図書室
医局

呼吸器・血管外科
小児科
耳鼻いんこう科
皮膚科
産婦人科
精神科
歯科口腔外科
泌尿器科
形成外科
眼科
健診センター

救急センター
発熱外来
脳神経外科
外科・乳腺外科
整形外科・関節再建外科
内科
内視鏡センター
血管造影室
アドボカシー（患者支援）室
医療安全管理室

管理部長室
経営管理課
契約出納課
医事課
医療情報室

玄関ホール
総合案内
中央受付
ふれあい地域医療センター
術前検査センター
薬局
看護外来
栄養指導室
がん何でも相談室

東病棟 南病棟

内科

泌尿器科
内科
呼吸器・血管外科

外科
形成外科

整形外科
皮膚科
眼科
耳鼻いんこう科
内科
歯科口腔外科

4階リハビリテーション

小児科
内科
外来治療室

検査部
麻酔科
ペインクリニック内科
集中治療室
高度管理治療室
手術部
医療マネジメント室
感染防止対策室

レントゲン
放射線科（治療・診断）
リハビリテーション
精神デイケア
緩和ケア内科

精神科

緩和ケア内科

活動療法棟
OTホール

感染症病棟
透析センター

中央リネン室
栄養科

1

撮影
2

撮影
3 4

CTCT
5

腎臓造影
9

透視

呼吸器・
血管外科

感染症病棟

緩和ケア
内科

10

透視
11

CT

透視受付

6

マンモバイオブシー

治療計画室

放射線科
アイソトープ検査
超音波（エコー）
結石
破砕 MRI

MRI

中央カルテ室

医療情報室

医事課

経営管理課
契約出納課

看護部

倉庫

吹き抜け

小児科

耳鼻いんこう科

待合ホール

皮膚科 産婦人科内
視
鏡

セ
ン
タ
ー

中央研究検査部

中央研究検査部

手術室

麻酔科・
ペインクリニック内科

集中治療室（ICU）
高度管理治療室（HCU）

OTホール

手
術
室

病
理

心臓超音波・呼吸機能・心電図・脳波検査

泌尿
器科

形成
外科眼科

歯科口腔外科

精神科
コンピューター室

管理
部長室会議室

副
院
長
室

応
接
室

副
院
長
室

院
長
室

放射線治療室

リハビリ
テーション科

7

8

事
業
管
理
者
室

看
護
部
長
室

さ
ん
ぽ
図
書
館

南口
（感染防止のため閉鎖中）

正面玄関

Floor Guide

健診
センター

空
調
機
械
室

　この度、「きよら」が１００号の節目を迎えました。私は８６号から広報委

員長として関わっています。「きよら」の遍歴としては、2004年に「富山

市民病院マガジン」として創刊され、５０号の節目で今のタイトル「きよ

ら」に改称しました。６8号までは院内のスタッフが持ち回りで執筆する

形式だったものを、病院職員以外の一般の方の目線を重視する構成に変

更するために、69号以降はライターさんによるインタビューをもとに記

事を書き上げる形式にリニューアルしました。

　「富山市民病院マガジン」の創刊当時から、富山市民病院の紹介や市民

に対する病気の啓蒙活動を二つの柱として編集を行ってきました。「きよ

ら」としては１００号の節目を迎えましたが、今後もこの二つの柱を大切

にしていきたいと思っています。

　時代の移り変わりに伴い広報のあり方も、紙からインターネットやス

マートフォンに移りつつあります。しかし、「きよら」は時代の流れに逆

らうのではなく、紙の冊子という形で手に取って伝えることのメリット

を発揮できるような工夫が求められていると感じています。

　今後も「きよら」をとおして富山市民病院の現状や実力を皆さんにお

伝えして、市民病院での医療に安心感を持っていただきたいです。また、

市民の皆様が病気にならないための「一次予防」、病気になっても悪化・

再発させない「二次予防」を分かりやすくお伝えすることで、皆様の健

康行動の後押しとなるよう努めていきたいと考えております。

　今後も「きよら」にご期待の上、ご愛読いただけたらと思います。

広報委員会より、１００号に寄せて。
Message

広報委員長

湖東 慶樹 医師
こ　とう　けい じゅ
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●写真については、広報用にマスクを外して撮影しているものがあります。

T O Y A M A  C I T Y  H O S P I T A L M A G A Z I N E

No.100
2021年4月号

●開催時間／各回13:30～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です。まちなか総合ケアセンターへ直接お越しください。

Event Information 2021. 4月 6月

A P R I L 54 M A Y 6 J U N E

 6 木 高血糖が危ない
～血糖値ってなぜあがるの？
HbA1ｃって何？～

10 月 富山まちなか病院の臨床検査室
～あんな事もこんな事もやっています～

11 火 こどもの障害（事故）の予防
12 水 日常スキンケア　②ボディ
13 木 乳がん検診のよくある質問に答えます

～そして始めよう！！ 乳がんセルフチェック～
17 月 誤嚥性肺炎について
18 火 肩こりについて知ろう
19 水 エコノミー症候群について
20 木 知っておきたいお薬のお話
24 月 脳卒中週間シリーズ Ⅰ

脳卒中専門医が語る
～脳卒中ってどんな病気～

25 火 脳卒中週間シリーズ Ⅱ
管理栄養士が話す
～脳卒中を予防する食事～

26 水 緩和ケアはお家でもできますよ
27 木 認知症の人の見えている世界
31 月 脳卒中について

 1 火 腎臓を守ろう
 2 水 歯と口の健康シリーズ Ⅰ 専門医が語る

～口腔ケアと健康寿命１～
 3 木 歯と口の健康シリーズ Ⅱ　

歯科衛生士が話す
～口腔ケアと健康寿命２～

 7 月 歯と口の健康シリーズ Ⅲ
管理栄養士が話す
～おいしく食べれますか～

 8 火 子どもの命を救う技
～心肺蘇生法を体験しよう～

 9 水 お薬について ～飲み方を中心に～
10 木 糖尿病は万病のもと！

～糖尿病の合併症ってなーに？～
14 月 すい炎について
15 火 糖尿病について ～検査の話～
16 水 日常スキンケア

③オムツ（失禁パッド）まわり
17 木 乳がん検診を受けましょう
21 月 災害対策　赤ちゃんの命を守る
22 火 フットケア ～足からの健康～
23 水 肺がん治療のお薬
24 木 地域で見守る認知症
28 月 白内障について
29 火 骨粗しょう症について
30 水 10分間でできる腰痛体操

ふ れ あ い 健 康 講 座

※講座内容は変更になる場合がございます。

 1 木 糖尿病予防のための生活のコツ
 5 月 転ばないための体力づくり
 6 火 腎臓を守ろう
 7 水 救急受診ハンドブック
 8 木 ノロウイルスのお話
12 月 すい炎について
13 火 こどもの発熱

～家庭でのケアと救急受診の目安～
14 水 日常スキンケア①手荒れ
15 木 乳がん検診を受けましょう
19 月 求められる祖父母力

沐浴・衣類・抱き癖・スキンケア
20 火 気をつけたい高齢者の食事
21 水 こどものお薬の飲ませ方
22 木 認知症になったらどうするの？
26 月 MRIとCTどうちがうの
27 火 お家へ帰ろう

～地域包括ケアについて～
28 水 抗がん剤治療のお話

※マスクの着用をお願いします。　※来場多数の場合、参加できないことがあります。
※新型コロナウイルス感染症の拡大などの状況により、講座を中止する可能性があります。

特集

シームレスな
地域医療連携を目指して

シームレス

かかりつけ医・介護施設の皆様と共に
当院が目指す未来志向型の連携

かかりつけ医・介護施設
未来志向型

病院マガジン100号記念100

市民の病院として歩む
過去・現在・未来

市民の病院

時代に寄り添う新ビジョン
改新に込めた想いと実現への課題

新ビジョン
改新

術前・産前ＰＣＲ検査で
安心万全な手術・出産を
術前・産前ＰＣＲ検査で
安心万全な手術・出産を

発熱外来を
院内に移転しました
発熱外来を
院内に移転しました

PICK-UP


